
に
各
紙
選
出
雄
祭
大
舎
や
開
催
L
て
、
大
い
に
耕
鶏
の
貸
た
揚
げ
て
ゐ
る

の
み
な
ら
？
一
昨
年
度
よ
り
は
男
女
青
年
園
白
河
延
中
事
及
ぴ
五
口
組
山
撃
院

の
四
国
体
の
聯
合
維
蹄
大
曾
た
開
催
す
る
な
ぜ
』
、
着
々
向
上
の
道
程
た
辿

り
つ

E
わ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
本
部
の
五
月
以
後
の
情
報
た
暮
詑
ぜ
ん
。

叩
府
太
岡
町
公
閣
の
獅
子
恥
五
月
二
日
よ
り
三
日
四
日
に
豆
り
松
木

部
長
、
山
口
龍
明
君
、
武
閃
海
正
君
等
公
衆

ω前
に
長
康
舌
た
振
ふ
。

四
件
露
降
誕
合
百
た
期

L
て
五
月
七
八
日
の
雨
夜
は
例
年
の
湿
り
身
延
よ

町
辻
に
立
ち
て
大
獅
子
札
た
な
す
。
共
の
人
は

七
日
矢
谷
智
秀
君
、
漉
川
顕
照
君
、
近
藤
嘉
穂
君
、
武
田
海
正
君
、
吉

川
出
墨
田
君
、
山
口
龍
明
君
、
清
水
敬
授

八
日
横
山
泰
歓
君
、
三
木
浄
達
君
、
近
藤
慈
醐
制
定
．
渡
措
法
正
教
君
、
松

木
部
長

閑
閑
舎
の
タ
六
月
十
六
日
身
延
山
三
門
に
於
て
幻
燈
大
舎
、
夏
に
十

七
日
道
路
布
教
た
上
町
辻
に
。

幻
燈
解
読
者
は
横
山
泰
城
京
ハ
中
四
〉
、
樋
口
寛
正
君
ハ
中
五
〉
、
近
藤
惑
聡

君
ハ
高
一
U
、
武
岡
海
正
君
ハ
高
一
〉
、
譲
嶋
顕
治
君
ハ
高
三
U
、
松
木
線
論
部
長

技
士
岡
本
前
能
君
ハ
中
西
〉

助
手
工
藤
唯
一
京
（
中
三
可
稲
士
泰
量
君
ハ
中
三
〉

道
路
布
数
ル
し
れ
人
々
は
、
三
木
祖
げ
蓬
君
（
中
四
〉
、
田
代
柴
正
君
（
中
五
〉

近
藤
惑
聴
方
ハ
高
一
〉
、
成
因
海
正
君
（
高
一
〉
、
渡
漣
正
教
君
（
高
三
｝
、
松

木
綿
論
部
長

第
一
事
期
各
級
選
出
雄
総
大
合
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大
月
廿
七
日
泊
る
試
験
も
顧
み
？
撚

誠
な
る
部
員
に
依
っ
て
盛
曾
裡
に
閉
舎
す
。
ザ
ロ
グ
ラ
ム
左
の
知

L
。

開

舎

の

僻

三

木

幹

事

暗

黒

よ

り

光

明

内

中

一

梅

渓

英

準

君

nw謹
上
人
た
仰
事
L
て

中

二

中

湾

要

貿

君

人

生

中

三

松

井

三

一

君

我

等

の

辿

る

ぺ

司

会

、

道

中

四

様

山

泰

城

君

時

代

は

斯

〈

諮

る

中

五

矢

野

錬

明

君

世

相

た

眺

め

て

高

一

場

内

義

光

君

東
洋
の
卒
和
吉
東
洋
人
類
の
幸
稲
は
何
施
日

官
向
一
一

官
同
一
ニ

部
長

方

哲

源

君

近

代

女

切

の

破

縫

さ

主

ハ

蹄

絞

波

遁

正

晶

晶

君

挨

拶

松

木

教

授

閉

舎

の

節

団

代

幹

事

三
光
堂
の
説
教
身
延
上
之
山
三
光
堂
の
諸
に
臆
亡
、
松
木
部
長
及
び
山

口
鶴
明
師
出
張
す
、

命
此
の
外
山
内
布
教
、
特
別
布
教
等
身
摩
守
れ
ば
多

L
、
鈴
り
煩
に
流

5
5故
暮
す
。
ハ
三
木
生
〉

骨量
運

動

部

報

自
分
は
匿
う

L
れ
事
ル
卒
素
耳
に

L
M〈
休
験
も
す
る
。
そ
れ
は
自
分
が
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よ
り
巳
上
運
動
家
で
あ
る
銭
で
は
な
い
。
即
ち
「
健
全
な
る
精
紳
口
健
全

な
る
内
体
に
宿
る
」
の
誇
に
。
而
も
そ
れ
が
事
貨
で
あ
あ
事
は
誰
も
異
論

は
無
か
ら
う
。
さ
云
ふ
て
白
分
は
無
暗
矢
鮮
、
盲
目
的
に
運
動
か
誇
張
す

Z
も
の
で
も
な
い
．
ロ
ハ
今
普
通
・
し
て
の
大
政
治
家
、
大
企
業
家
、
偉
人
賢

者
の
如
、
き
も
の
は
必
ず
健
全
な
る
椅
榊
や
以
て
、
各
図
家
、
枇
舎
に
翠
ん

村
い
も
の
に
相
異
な
い
。
偽
金
な
る
肉
体
の
保
持
者
‘
、
そ
立
添
な
精
神
の
所

有
者
に
。
さ
云
へ
ぽ
或
者
は
「
否
々
ー
」
さ
オ
士
多
病
た
力
説
す
る
も
の
が

あ
る
か
も
知
れ
同
州
、
随
か
に
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
一
般
的
の
も
の
で
無
く

日
つ
一
、
一
一
一
の
者
た
指
す
じ
過
U

さ
ね
。
而
も
そ
れ
が
運
動
た
鈴
U
，
理
解
し
な

い
往
時
の
も
の
で
あ
る
事
は
言
た
待
れ
な
い
。
今
m
Y
H

舵
舎
の
交
化
は
言
語

に
絡
し
仁
大
俊
民
た
示
し
て
ゐ
る
、
而
も
運
動
そ
の
も
の
は
人
智
の
進
歩

さ
共
に
並
行
に
進
ん
で
行
〈
。
議
L
交
明
の
同
程
運
動
熱
は
旺
盛
で
あ
る

而
し
て
運
動
家
殊
に
五
口
等
の
如
き
曲
学
生
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
運
動
の
佳
な

る
事
た
知
る
さ
同
時
に
「
過
度
」
の
二
字
た
知
ら
な
く
て
は
な
ら
ね
。
温

度
さ
は
一
五
ふ
温
も
無
く
皮
た
過
す
事
で
、
其
録
勝
一
・
年
末
に
お
も
は
し
か
ら

ぬ
結
果
に
な
っ
れ
り
、
又
過
度
の
運
動
の
結
果
は
忠
は
ぬ
病
に
裂
は
れ
身

体
ル
害
す
る
事
も
多
く
あ
る
。
陸
、
ヲ
L
れ
人
々
に
は
示
H
h
充
分
に
過
度
の

二
字
が
味
は
れ
て
ゐ
な
い
。

要
す
ち
に
吾
等
墜
庄
内
H
勉
強
の
絵
暇
・
而
も
其
の
運
動
時
間
た
決
め
る

さ
云
ふ
事
は
健
全
な
る
精
紳
在
宿
す
土
日
於
て
最
も
必
要
で
あ
る
。

投
二
、
三
年
の
中
円
い
植
山
に
も
医
う
し
れ
運
動
の
理
解
者
が
績
申
出
で

熱
心
な
る
運
動
家
が
著

Z
L〈
増
加

L
れ
事
は
将
来
よ
り
瓦
告
批
舎
建
設

の
銭
め
日
蓮
主
義
た
喧
俸

L
、
従
来
の
磁
思
想
た
一
掃
す
る
使
命
ル
帯
び

れ
艦
山
二
百
の
墜
徒
に
は
喜
ぽ

L
与
』
事
で
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
而
も
共
運

動
競
技
に
於
て
は
各
部
共
膳
棋
連
の
域
に
肉
ひ
っ

E
わ
る
事
は
’
勿
論
で
あ
る

春
秋
二
季
の
大
舎
に
は
今
夏
ら
乍
ら
篤
嘆
ぜ
ざ
る
か
禁
ど
得
な
い
シ

ivJ

も
あ
る
。

五
口
が
遁
動
部
は
A
、
庭
球
部
O
B
、
剣
道
部
。

c、
弓
術
郊
の
三
郎
よ

り
成
っ
て
ゐ
る
o
今
左

ι部
分
げ

L
て
簡
単
ぷ
説
明
た
加
ふ
れ
は
、

A
、
庭
球
部
首
都
は
約
一
二
、
四
十
名
の
所
謂
テ
ニ
ス
マ
ン
が
あ
り
随

分
盛
大
で
あ
る
。
悲
L
い
事
巳
ニ

1
ト
が
一
ケ
所
丈
げ

L
か
な
い
の
で
往

々
練
習
者
の
意
に
添
は
ね
事
は
残
念
打
。
此
の
六
月
初
旬
日
甲
府
市
よ
り

奥
山
治
義
氏
一
行
．
か
来
詣

L
、
そ

L
て
練
相
闘
し
て
下
さ
つ
れ
事
は
感
謝
に

絶
へ
む
・
時
三
思
う

L
れ
外
部
よ
り
の
刺
激
も
あ
る
の
で
嬉
L
ぃ。

B
、
剣
道
部
宮
部
は
是
れ
叉
四
十
名
の
曾
民
た
有

L
一
昨
年
二
段
加

藤
君
の
去
る
に
及
ん
で
一
時
務
歎
し
て
ゐ
れ
が
、
最
近
筒
井
君
た
迎
へ
清

瀬
、
大
橋
、
松
永
の
諸
君
一
械
に
、
二
級
に
三
名
、
三
級
に
三
名
、
四
級

に
六
名
、
五
級
に
四
名
、
ム
ハ
級
に
三
名
、
七
級
に
六
名
の
昇
級
者
た
木
年

春
季
大
舎
の
際
出

L
、
猛
者
は
逐
次
排
出
す
る
で
あ
ら
う
。
宮
部
に
於
て

最
も
感
謝
す
べ
き
事
は
身
延
小
感
校
の
次
席
訓
導
一
一
一
段
小
野
正
夫
氏
の
熱

心
な
る
御
教
導
で
あ
る
、
租
山
の
剣
道
は
同
氏
に
依
り
中
興
ぜ
ら
れ
大
さ

云
ふ
て
も
恐
ら
く
過
言
で
無
か
ら
う
、
新
校
舎
建
設
さ
共
に
道
場
が
出
来

れ
事
は
一
一
暦
の
盛
泊
四
た
一
万
す
事
で
あ
ら
う
。

c、
弓
術
部
骨
岡
部
は
今
僅
か
十
名
の
曾
員
に
過
ぎ
な
い
が
永
六
事
生

の
多
〈
が
充
分
此
部
に
封

L
て
理
解
が
な
い
ら
し
い
。
然

L
中
に
は
山
迷
路

骨
相
、
吉
川
君
、
黒
崎
君
の
如
苦
闘
銭
巳
上
の
人
々
も
あ
る
・
運
動
場
の
狭



い
震
め
練
習
場
の
透
ら
れ
な
い
事
は
遺
憾
に
思
ふ
、
其
内
真
い
地
所
た
九

付
げ
完
全
な
射
的
場
た
作
り
、
他
の
二
部
に
遜
色
銀
、
ざ
稜
展
た
期
そ
、
？
。

最
後
に
自
分
は
此
の
稿
た
終
る
に
雷
り
、
特
に
五
日
校
庭
球
即
時
奨
励
の
鴛

め
、
甲
府
市
和
国
間
T
町
奥
山
治
義
氏
の
ポ
ー
ル
一
箱
寄
贈
ぜ
ら
れ

L
事
た

衷
心
よ
り
謝
慨
す
。

運
動
d
u

ぎ
る
も
の
は
噴
性
に
陥
り
安
〈
、
心
に
民
の
快
楽
、
要
す
る
に

天
員
溺
没
れ
る
事
無
く

L
て
常
に
幽
震
性
さ
な
る
、
規
律
正
し
き
運
動
は

前
述
の
知
〈
心
身
た
壮
健
に
す
る
。
宜
敷
従
来
の
否
運
動
家
は
競
ふ
て
各

部
の
何
れ
に
で
も
入
曾
ぜ
ら
れ
、
以
て
活
時
限

ι、
以
て
意
気
わ
る
生
活
た

な

L
人
生
の
幸
一
幅
一
た
得
ら
れ
ん
事
た
切
望
す
。
（
吉
田
生
）

包‘
文

撃

部

報
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時
代
は
刻
一
刻
巳
進
特
し
・
交
化
の
安
展
科
事
の
進
歩
、
そ
の
障
問
趣
す

る
所
た
知
ら
な
い
。
欧
米
の
女
物
た
入
れ
て
後
の
日
本
、
世
界
の
向
上
諸

機
関
の
溌
明
に
は
驚
く
の
外
な
い
、
二
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
諸
機
関
の
安
達
は

貨
に
人
生
去
申
し
て
平
等
に
宰
稲
じ
、
自
由
に
一
志
ま
ぜ
れ
い
の
が
本
義
で
あ

る
0

・
少
く
さ
も
御
玄
人
類
た

L
て
幸
福
な
ら
し
め
ん
が
震
に
、
整
ひ
遁
ら

れ
つ
行
、
き
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
、
、
れ
ら
に
よ
っ
て
果

L
て
人
類
が
民
の
幸
一
一
沢
り
得
る
か
！

そ
は
拙
筆
ド
ゼ
イ
言
す
る
ま
で
も
な
い
は
ぎ
飢
周
さ
れ
一
一
血
反
比
例
し
世

た
摩
げ
て
摘
出
副
内
乱
世
遂
い
に
図
家
た
根
底
よ
り
覆
さ
ん
之
す
る
主
義
さ

へ
金
均
深
刻
に

E
竪
貿
日
、
而
も
津
h
q

浦
々
に
浸
入

L
K。

今
に

L
て
思
想
善
導
也
？
ん
ば
、
さ
は
政
府
の
資
在
投
じ
て
－
設
げ
つ

S

あ
る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
．
は
、
、
れ
に
よ
っ
て
震
に
善
導

L
得
る
か
、
さ
眺

め
る
時
五
日
キ
の
責
任
の
如
何
に
重
大
で
あ
る
か
ど
窺
れ
る
。
さ
同
時
に
思

想
θ
感
化
は
五
日
々
の
罪
で
あ
る
さ
謂
ぴ
得
る
。
明
治
維
新
の
あ
の
大
業
も

悶
体
異
に
絶
叫
さ
れ
れ
人
に
よ
っ
て
遂
い
に
途
げ
ら
れ
れ
。
詳
の
歴
史
の

時
代
も
又
然
り
で
あ
る
。
斯
く
思
ふ
さ
如
何
に
批
舎
思
犯
の
充
分
な
る
研

究
、
彼
ら
に
謝
す
る
勇
猛
精
進
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
か
！
民
撃
な
る

研
究
が
必
要
で
あ
る
さ
同
時
巳
、
併
数
理
仲
骨
早
の
根
本
精
神
た
以
っ
て
園
民

思
想
寄
人
類
思
想
の
根
底
と
す
べ

L
Z絶
叫
L
土
、
日
蓮
上
人
の
数
〈
た

理
解
さ
ゼ
信
仰
さ
ゼ
る
我
々
若
人
の
双
一
局
の
責
任
の
甚
大
さ
が
胸

ιbシ

ー、迫る。

弦
に
於
て
長
ら
〈
中
止
の
楼
榊
た
後
刊

L
御
互
の
怠
見
た
後
表

L
・
交

換
し
諸
君
の
努
力
ル
希
ふ
次
第
で
す
。
終
り
に
校
正
の
不
備
編
輯
の
不
振

ミ
在
日
六
？
も
深
謝
す
る
主
同
時

ι、
左
記
書
籍
塑
誌
御
贈
奥
下
さ
れ
L
諸

氏

ι百
砕
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

日
舵
舎
事
業
研
究

大
阪
毎
日
新
聞

天
業
民
報

身
延
数
報

立

正
聖主
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